
栃木県のICT活用工事への取組み
～ICT土工の効果等の検証～

１

栃木県i-Consｔruction推進県部会 キャラクター



２

栃木県のこれまでの取組み

H28.11 栃木県ICT活用工事試行要領、
ICT活用工事積算要領を策定

H28.12 ICT活用試行工事 ３件を発注 （真岡土木事務所）

H29. 2 栃木県i-Consｔruction推進県部会を設立

H29. 9 推進県部会のホームページを開設



１０

栃木県ICT活用工事試行要領

事業計画 平面図化 路線測量 詳細設計 設計積算

工事実施 完成検査 維持管理
ICT技術の全面的な活用 （土工）

≒
施工を中心として推進

○1,000m3以上の土工量を含み、生産性向上が認められる工事が対象

○ICT活用工事では、工事成績評定（創意工夫）において加点

○部分的にICT活用が出来なかった場合でも、実施した部分は積算の対象

３



栃木県i-Construction推進県部会の設立

○県と建設関連団体を構成員とし、実務者に近いレベルでの情報交換が趣意

○会議開催に加え、県部会主催の講習会、研修会を実施

○新技術、新基準、講習会等の情報を一元的に集約するためホームページを開設

４



５

H28  ICT活用工事の概要



場 所 ：芳賀遊水地 （芳賀町上延生）

発注者 ：真岡土木事務所

６

芳賀町

工事箇所

ICT活用工事 現場位置図



工事名 ：掘削工事 五行川その２、その３、その４

工事内容：遊水地における掘削工事（掘削工・盛土工・法面整形工）

７

ICT活用工事 工事概要



ここに搭載されたカメラで、
３次元測量データを取得。

８

ICT活用工事 －①３次元起工測量－

H29.6.14 産学官約300名が参加したICT土工現場講習会

UAVとは無人航空機
Un-manned Aerial Vehicle
（無人の） （空中） （車両）

○UAVは、あらかじめ設定した飛行コースから３次元測量
データを自動制御により取得。

８



９

ICT活用工事 －①３次元起工測量－

○カメラで取得した画像を点群の３次元測量データとして変換。



ICT活用工事 －②３次元設計データ作成－

○３次元設計図面作成ソフトを用いて、３次元設計データを作成。
○３次元測量データと重ね合わせて、数量算出、施工計画に活用。 １０



１１

MCバックホウでは、バケットの刃先が設計面に達すると機械が自動制御で掘削。
モニターで確認できるため、丁張りなしで掘削、法面整形。

ICT活用工事 －③ICT建機による施工－

モニターを搭載

○バケットの刃先がきちんと
位置を示しているか、毎日
キャリブレーションを実施。

○施工精度は±５cm程度

ＭＣ（マシンコントロール）：自動制御で掘削
ＭＧ（マシンガイダンス）：正しい位置を音で知らせ掘削を補助



黒以外は合格！

出来形管理図（ヒートマップ）

ICT活用工事 －④３次元出来形管理－

３次元測量に基づくヒートマップによる管理で、出来形管理を省力化。
局所的に確認が必要な場合は、GNSS等で補足確認。

GNSS搭載のローバー

１２



１３

H28工事における
ICT土工の効果等の検証



調査概要

調査対象者 ： 真岡土木発注の掘削工事の工事請負者３者

調査内容 ： 紙媒体による調査

・従来工事とICT活用工事での実施者の違い

・なぜ今回ICT活用工事を実施すると判断したか

・ICT活用工事の効果・ ・採算性・課題 等

・工事を受注する上で重要視すること

１４

ICT活用工事実施後のアンケート －工事請負者の声－



従来工事とICT活用工事の実施者の違い

（自社）
自社＋レンタル会社

（自社）
自社

（自社）
自社＋レンタル会社

（自社＋測量会社）
レンタル会社

（自社＋測量会社）
レンタル会社

自社
レンタル会社

（自社or測量会社）
測量会社

（自社）
自社＋レンタル会社

（自社）
自社＋測量会社

A社

B社

C社

起工測量 設計図面作成 施工管理
（上段：従来）
下段：ICT工事

自社or測量会社が実施していた業務をレンタル会社が実施する傾向

１５

ICT活用工事実施後のアンケート －工事請負者の声－



なぜ今回ICT活用工事を実施すると判断したか

・現場管理の省力化が可能と判断した

・将来必要となるであろうと判断した

・自社職員技術向上のため など、前向きな考えで進めてくれている

１６

ICT活用工事実施後のアンケート －工事請負者の声－
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それぞれの団体が、各々8割程度、

取り組みたい意向を示している

ICT土工現場講習会によるアンケート
（H29.6.14）

ICT活用工事への取り組み意向

参考



各施工プロセスで効果があったとの評価の中、

従来の施工に対してどのような効果が得られたか

３票 作業効率

０票 品質確保

２票 安全性

１票 熟練者不足への対応

０票 環境影響の低減

０票 工事成績

２票 人材育成

作業効率に関して効果が大

起工測量から完成検査までの一
連の作業時間について何％削減

できたか？

２０％～４０％削減できた

１７

◎

○

○

ICT活用工事実施後のアンケート －工事請負者の声－



作業効率、人材育成などに効果が見られる中、

今回の工事での採算性は？

・充分採算はとれる。

ただし、

・重機費や出来形測量の費用（共通仮設費（技術管理費）で計上）で、

設計額と実費用に剥離を感じる。

１８

ICT活用工事実施後のアンケート －工事請負者の声－



一方で、

期待していた効果が得られなかった部分

・衛星が捕捉できない状況が生じると、作業できない待機時間が発生する。

・施工日・時間帯で衛星受信感度が変化するため、建機の制御による施工
では、出来栄えが従来工法と比べ悪い。

その他の課題

・出来形測量に要する時間を考慮した工期が必要。

・知識の習得に苦労した。

・現場完成から出来形測量完了までの間、現場を維持することに苦労した。

・３次元設計図面作成の作業に苦労した。

１９

ICT活用工事実施後のアンケート －工事請負者の声－



今後工事を受注する上で最も重要視するものは？

・ICT活用による効果が発揮できる現場（工種、規模）かどうか。
⇒ある程度の規模の土工量が必要。

２０

ICT活用工事実施後のアンケート －工事請負者の声－

※資料出典：国土交通省



２１

＜従来工事とICT活用工事の実施者の違い＞

レンタル会社の協力が不可欠である現状。

＜工事請負者のICT活用工事に対する考え＞

将来性、技術向上のために必要。

＜効果・採算性＞

作業効率、人材育成に大きな効果。 作業時間が20～40%削減。
採算はとれる。

＜課題＞

出来栄えが劣る場合がある。
知識習得等に労力を要す。工期に余裕が必要。

＜今後の受注で重要視すること＞

現場（工種、規模）が適しているか。

H28工事の効果検証 まとめ



２２

H29年度の取組み

ICT活用試行（土工）工事をさらに発注 （公表１３件）

各発注工事にて柔軟な現場見学会を開催

○実際の測量・施工状況を把握

推進県部会による講習会を随時実施

○今後実施する工事の効果検証

○基準、精度、作業内容等の最新情報

国の動向を踏まえICT舗装工への展開を検討

栃木県のこれからの取組み


